
日
中
友
好
協
会
第
65
回
大
阪
府
連

大
会
は
６
月
23
日

国
労
会
館
で
51

名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
の
山
本
訓
子
（
日
本
共
産
党
参

院
比
例
代
表
予
定
候
補
）
さ
ん
「
戦
争
で

な
く
平
和
憲
法
９
条
を
守
る
た
め
に

が
ん
ば
り
ま
す
。
」
塩
田
一
行
（
治
安

維
持
国
倍
同
盟
大
阪
事
務
局
長
）
さ
ん

「
長
谷
川
テ
ル
の
運
動
を
一
緒
に
行
っ

て
い
ま
す
。
戦
前
・
戦
中
多
く
の
方

が
戦
争
反
対
で
犠
牲
に
な
ら
れ
ま
し

た
。
二
度
と
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
」

井
手
啓
二
（
日
中
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
京
都
府

連
理
事
長
）
さ
ん
「
不
再
戦
の
碑
が
嵐

山
に
あ
り
、
新
し
く
銘
板
を
設
置
、

除
幕
式
を
７
月
７
日
盛
大
に
行
う
」

と
３
氏
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
32
団
体
か
ら
寄
せ

ら
れ
、
中
国
大
阪
総
領
事
館
・
李
天

然
総
領
事
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
代
読
・

紹
介
さ
れ
、
31
通
は
府
連
通
信
右
下

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年

度
活
動
報
告
と
２
０
１
９
年
度
活
動

の
進
め
方
を
松
尾
理
事
長
が
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
使
い
、
映
像
を
写
し
な

が
ら
の
報
告
・
提
案
で
し
た
。

決
算
・
予
算
案
・
会
計
監
査
報
告

が
提
案
さ
れ
討
論
に
。
11
名
が
発
言

さ
れ
議
案
を
拍
手
で
確
認
し
、
新
役

員
を
選
出
し
、
山
本
恒
人
副
会
長
が

閉
会
あ
い
さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。

帰
国
者
２
世
の
支
援
を

下
岡
純
子
さ
ん
は
「
私
の
父
が
和

歌
山
出
身
で
満
蒙
開
拓
団
の
残
留
孤

児
で
す
。
１
９
４
４
年
に
中
国
へ
渡

り
、
１
９
９
４
年
に
帰
国
し
、
私
た

ち
２
世
は
１
９
９
６
年
に
帰
国
し
ま

し
た
。
は
じ
め
は
日
本
語
が
全
く
分

か
ら
ず
苦
労
し
ま
し
た
。
帰
国
し
た

１
世
の
方
は
介
護
が
必
要
に
な
っ
て

い
ま
す
。
言
葉
に
苦
労
し
て
い
ま
す
、

細
か
い
こ
と
が
分
か
ら
ず
介
護
や
病

院
で
は
困
る
こ
と
が
多
く
医
療
通
訳

が
必
要
で
す
。
１
世
に
は
支
援
が
適

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
世
に
も
同

じ
よ
う
な
こ
と
が
必
要
で
す
。
ご
支

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と

訴
え
ら
れ
、
大
阪
府
連
と
し
て
７
月

24
日
に
支
援
署
名
の
取
り
組
み
の
た

め
の
学
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

発
言
者
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ

「
大
会
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
の
感
想

西
支
部
の
青
田
敏
広
さ
ん
が
「
日

中
友
好
新
聞
に
魅
せ
ら
れ
て
と
題
し

て
『
日
中
友
好
新
聞
』
『
大
阪
府
連

通
信
』
は
い
つ
も
楽
し
く
、
役
立
っ

て
、
知
識
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

『
漢
語
の
散
歩
道
』
『
漢
詩
を
読
む
』

コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
『
漢
字
詰
め

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
』
の
ク
イ
ズ
は
毎
回

楽
し
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

私
自
身
、
最
近
始
め
た
『
詩
吟
』

に
は
『
漢
詩
を
読
む
』
の
記
事
が
、

と
て
も
参
考
に
な
り
勉
強
に
な
り
ま

す
。
詩
吟
教
室
の
仲
間
の
人
た
ち
に

も
、
是
非
『
日
中
友
好
新
聞
』
を
広

げ
勧
め
て
い
き
た
い
。
」

西
支
部
の
平
澤
京
子
さ
ん
は
「
下

岡
さ
ん
の
発
言
を
聞
い
て
中
国
残
留

２
世
の
切
実
な
状
況
を
聞
い
て
胸
が

詰
ま
り
ま
し
た
。
私
自
身
が
帰
国
者

の
方
の
実
情
が
理
解
で
き
て
い
な
く

て
、
保
障
の
問
題
な
ど
勉
強
の
必
要

性
を
感
じ
ま
し
た
。
女
性
部
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
」

箕
面
の
小
林
ひ
と
み
さ
ん
は
「
入

会
し
て
初
参
加
、
粘
り
強
く
多
面
的

な
活
動
に
敬
意
で
す
。
他
の
日
中
友

好
協
会
と
の
違
い
も
よ
く
分
か
り
ま

し
た
。
堺
市
長
選
・
維
新
と
の
た
た

か
い
は
大
変
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。

西
支
部
の
活
動
や
新
し
い
支
部
の
活

動
も
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。
」

と
感
想
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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日
中
友
好
協
会
第
65
回
大
阪
府
連
大
会

中
国
へ
の
関
心
に
応
え
友
好
を
深
め
よ
う

会
長
・
渡
辺
武
、
副
会
長
・
山
本
恒
人
。

理
事
長
・
松
尾
豊
。
副
理
事
長
・
片
山

英
徳
。
事
務
局
長
・
近
藤
好
幸
。
事
務
局

次
長
・
澤
野
井
公
夫
。

常
任
理
事
・
浅
田
美
奈
子
、
石
井
勉
、

恒
岡
正
勝
、
平
松
悦
雄
、
松
原
弥
寿
夫
。

理
事
・
浅
田
勝
美
、
荒
崎
博
、
上
村
康

夫
、
尾
中
妙
子
、
栗
山
俊
子
、
早
乙
女
実
、

坂
手
日
登
美
、
佐
藤
倫
理
、
辻
弘
樹
、
土

井
一
正
、
西
澤
信
善
、
西
脇
義
彦
、
登
り

山
和
希
、
浜
正
幸
、
藤
崎
光
子
、
藤
田
大

輔
、
前
田
尋
、
森
西
武
志
。

会
計
監
査
・
伊
藤
滋
高
、
西
本
博
文
。

顧
問
・
石
川
元
也
、
小
林
徳
子
、
藤
後
博

巳
。
参
与
・
西
村
成
雄
、
村
田
は
な
子
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

中
華
人
民
共
和
国
駐
大
阪
総
領
事
・
李
天
然
、

日
本
共
産
党
大
阪
市
会
議
員
団
・
幹
事
長
山
中

智
子
、
明
る
い
民
主
大
阪
府
政
を
つ
く
る
会
、

大
阪
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

連
帯
委
員
会
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
友
好
協
会
大
阪

府
連
合
会
、
日
本
コ
リ
ア
協
会
・
大
阪
、
大
阪

商
工
団
体
連
合
会
、
大
阪
民
主
医
療
機
関
連
合

会
、
大
阪
府
保
険
医
協
会
、
大
阪
平
和
委
員
会
、

日
本
国
民
救
援
会
大
阪
府
本
部
、
大
阪
市
を
よ

く
す
る
会
、
進
歩
と
革
新
を
め
ざ
す
大
阪
の
会
、

原
水
爆
禁
止
大
阪
府
協
議
会
、
非
核
の
政
府
を

求
め
る
大
阪
の
会
、
安
保
破
棄
・
諸
要
求
貫
徹

大
阪
実
行
委
員
会
、
民
主
主
義
と
人
権
を
守
る

府
民
連
合
、
関
西
勤
労
者
教
育
協
会
、
日
本
機

関
誌
協
会
大
阪
府
本
部
、
道
修
商
事
株
式
会
社

代
表
取
締
役
赤
﨑
辰
也
、
全
大
阪
労
働
組
合
総

連
合
、
大
阪
府
立
高
等
学
校
教
職
員
組
合
、

大
阪
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
、

日
本
中
国
友
好
協
会
会
長
・
井
上
久
士
、

東
京
都
連
合
会
、
兵
庫
県
連
合
会
、
福
岡
県
連

合
会
、
宮
城
県
連
合
会
、
都
城
支
部
、
京
都
府

連
合
会
、
和
歌
山
県
連
合
会
、
奈
良
支
部

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

メ
ッ
セ
ー
ジ
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

新

役

員

紹

介

メ
ッ
セ
ー
ジ
32
団
体
と

政
党
か
ら
頂
き
ま
し
た

日
本
中
国
友
好
協
会
大
阪
府
連
合

会
は
、
６
月
23
日
、
第
65
回
大
会
を

国
労
大
阪
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
今
大
会
に
は
51
名
の
会
員
が

つ
ど
い
、
昨
年
の
大
会
以
降
、
中
国

へ
の
関
心
に
応
え
、
府
民
の
中
に
日

中
友
好
を
ひ
ろ
げ
る
た
め
の
不
再
戦

平
和
や
、
友
好
交
流
活
動
、
支
部
で

の
多
彩
な
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
１
年
間
で
新
た
に
日
中
友
好

運
動
に
加
わ
っ
た
人
た
ち
は
47
名
、

２
０
１
５
年
７
月
以
降
、
48
か
月
連

続
で
新
し
い
会
員
を
迎
え
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
米
中
経
済
戦
争
が
国

際
規
模
の
景
気
後
退
も
危
惧
さ
れ
、

ま
た
国
内
で
は
安
倍
政
権
が
米
国
産

軍
複
合
体
の
期
待
を
担
い
、
憲
法
改

悪
で
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
推
進
に

対
し
て
、
そ
れ
を
許
さ
な
い
野
党
と

市
民
の
共
闘
が
す
す
む
な
か
、
参
院

選
公
示
直
前
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。「

日
中
不
再
戦
」
を
掲
げ
て
結
成

さ
れ
、
活
動
し
て
き
た
協
会
の
役
割

が
沖
縄
で
の
辺
野
古
新
基
地
建
設
反

対
の
運
動
、
唯
一
の
被
爆
国
の
日
本

政
府
に
「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を
批

准
さ
せ
る
運
動
に
も
い
ち
だ
ん
と
つ

よ
く
求
め
ら
れ
積
極
的
に
か
か
わ
っ

て
い
き
ま
す
。

大
会
で
は
報
告
に
も
と
づ
き
、
憲

法
９
条
改
悪
を
許
さ
な
い
闘
い
と
と

も
に
、
不
再
戦
・
平
和
活
動
や
友
好

交
流
・
文
化
活
動
、
帰
国
者
と
の
交

流
、
長
谷
川
テ
ル
顕
彰
活
動
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
支
部
活
動
で
は
、
西
、

東
大
阪
、
堺
支
部
で
の
「
支
部
活
動

の
５
原
則
」
に
基
づ
く
豊
か
な
日
常

活
動
や
、
新
た
に
結
成
さ
れ
た
城
北

支
部
の
地
域
に
根
ざ
し
た
取
り
組
み

が
語
ら
れ
ま
し
た
。

再
開
３
年
目
を
迎
え
る
女
性
部
は
、

事
務
局
会
議
と
運
営
委
員
会
を
定
例

化
し
、
活
動
方
針
を
た
て
、
女
性
会

員
な
ら
で
は
の
視
点
で
の
平
和
・
交

流
活
動
や
、
ミ
ニ
学
習
会
、
楽
し
い

行
事
な
ど
の
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
太
極
拳
普
及
活
動
で
は
、
技
術

向
上
の
取
り
組
み
と
、
太
極
拳
の
基

本
原
理
と
体
つ
く
り
講
座
で
、
活
性

化
が
図
ら
れ
て
い
る
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

学
習
活
動
で
は
、
西
支
部
の
近
現

代
史
学
習
会
、
堺
支
部
の
市
民
公
開

講
座
、
城
北
支
部
の
定
例
開
催
な
ど
、

一
面
的
な
中
国
報
道
が
氾
濫
す
る
中

で
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
の
交
流
が
、

信
頼
醸
成
と
日
中
両
国
関
係
改
善
の

力
で
あ
る
こ
と
に
確
信
を
深
め
ま
し

た
。当

面
の
活
動
と
し
て
、
８
月
25
日

の
「
日
本
は
中
国
で
何
を
し
た
か
」

講
演
会
、
12
月
の
「
南
京
の
記
憶
を

つ
な
ぐ
」
つ
ど
い
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
12

月
８
日
の
第
７
回

｢

中
国
百
科
検
定｣

、
２
０
２
０
年
３

月
20
日
の
第
８
回｢

中
国
百
科
検
定｣

の
成
功
の
た
め
、
受
験
の
た
め
の
講

座
や
、
関
心
の
深
い
分
野
の
学
習
会

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

今
年
は
中
華
人
民
共
和
国
建
国
70

周
年
の
年
。
府
民
の
中
国
へ
の
関
心

に
応
え
る
多
彩
な
活
動
、
支
部
づ
く

り
を
進
め
、
さ
ら
に
大
阪
で
は
、
安

倍
政
権
の
「
改
憲
」
の
協
力
者
、
暮

ら
し
破
壊
の
お
お
さ
か
維
新
政
治
と

の
闘
い
を
強
め
る
決
意
を
あ
ら
た
に

し
、
強
大
な
大
阪
府
連
め
ざ
し
奮
闘

す
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
６
月
23
日

日
本
中
国
友
好
協
会

大
阪
府
連
合
会
第
65
回
大
会

大

会

宣

言



７
月
24
日
（
水
）
２
時
か
ら
大
阪

府
連
文
化
教
室
で
「
署
名
」
を
推
進

す
る
た
め
の
学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
師
は
日
中
友
好
協
会
兵
庫
県
連

上
田
雅
美
事
務
局
長
が
、
中
国
「
残

留
孤
児
・
婦
人
」
２
世
の
生
活
支
援

等
を
求
め
る
請
願
書
名
の
取
り
組
み

の
意
義
と
、
残
留
孤
児
裁
判
や
中
国

帰
国
者
支
援
に
つ
い
て
も
お
話
し
し

ま
す
。
こ
の
署
名
は
中
国
「
残
留
孤

児
・
婦
人
」
２
世
に
対
し
て
も
、
新

支
援
法
を
改
正
し
て
、
支
援
給
付
金

と
老
齢
年
金
の
満
額
支
給
を
適
用
す

る
よ
う
求
め
る
署
名
で
す
。
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ブ
ー
ム
終
了
の
シ
ェ
ア
自
転
車

街
に
出
る
と
至
る
所
に
色
鮮
や

か
な
自
転
車
が
置
い
て
あ
る
。
ス

マ
ホ
で
借
り
ら
れ
る
シ
ェ
ア
自
転

車
で
あ
る
。
設
置
台
数
は
２
０
０

０
万
台
に
な
っ
て
、
登
録
ユ
ー
ザ
ー

数
は
２
億
人
を
こ
え
た
と
い
う
。

放
置
自
転
車
や
盗
難
、
自
転
車

事
故
な
ど
の
問
題
が
発
生
。
価
格

競
争
が
激
し
く
利
益
が
上
が
ら
な

い
な
ど
の
理
由
で
ブ
ー
ム
は
ひ
と

ま
ず
終
了
。
経
営
実
態
は
厳
し
く

こ
こ
２
年
間
で
60
社
が
倒
産
。
今

は
ア
リ
バ
バ
の
Ofo
社
と
テ
ン
セ
ン

ト
の
Ｍ
ｏ
ｂ
ａ
ｉ
ｋ
ｅ
の
２
社
に

統
合
さ
れ
た
と
い
う
。

中
国
政
府
が
任
意
保
険
加
入
義

務
付
け
や
子
ど
も
の
利
用
は
12
歳

以
上
に
す
る
な
ど
対
策
に
乗
り
出

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
の
３
年

で
急
激
な
変
化
が
起
き
て
い
る
の

を
実
感
。

ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
７
億
５
千
万
人

中
国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
情
報
セ

ン
タ
ー
が
発
表
し
た
第
40
次
「
中

国
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
発
展
状
況
統

計
報
告
」
に
よ
る
と
、
２
０
１
７

年
６
月
末
現
在
、
中
国
の
ネ
ッ
ト

ユ
ー
ザ
ー
の
規
模
は
７
億
５
１
０

０
万
人
に
達
し
た
と
の
こ
と
。

若
者
の
多
く
が
使
っ
て
い
る

「
Ｗ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
」
は
登
録
ユ
ー

ザ
ー
数
が
９
億
８
０
０
０
万
人
。

中
国
人
の
ス
マ
ホ
利
用
者
の
94
％

が
利
用
し
て
い
る
。
こ
の
「
Ｗ
ｅ

ｃ
ｈ
ａ
ｔ
」
に
今
年
か
ら
「
居
民

身
份
証
」
（
身
分
証
明
証
）
と
い

う
新
た
な
機
能
が
追
加
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
今
ま
で
は
、
カ
ー
ド
形

式
の
身
分
証
明
書
が
発
行
さ
れ
て

い
た
が
、
「
Ｗ
ｅ
ｃ
ｈ
ａ
ｔ
」
身

分
証
明
書
が
今
年
２
０
１
８
年
１

月
か
ら
中
国
全
土
へ
の
展
開
と
な

り
、
ス
マ
ホ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化

が
中
国
の
固
有
文
化
に
な
り
つ
つ

あ
る
よ
う
だ
。
堺
支
部

浅
田
勝
美

日
中
全
面
戦
争
と
は
何
だ
っ
た

の
か
、
１
０
０
万
の
日
本
軍
が
送

り
込
ま
れ
た
戦
場
で
何
が
行
わ
れ

た
の
か
、
日
本
人
の
欠
落
し
た
歴

史
認
識
を
埋
め
る
、
日
中
戦
争
と

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
全
貌
に
迫

る
講
演
会
で
す
。

８
月
25
日
（
日
）
２
時
か
ら

エ
ル
・
お
お
さ
か
（
天
満
橋
）

南
館
５
階
ホ
ー
ル

講
演

笠
原
十
九
司
氏

（
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
）

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

副
島
昭
一
さ
ん

（
和
歌
山
大
学
名
誉
教
授
）

＊
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
命
・
平

和
へ
の
思
い
を
透
明
感
の
あ
る
声

に
託
し
て
歌
い
続
け
る
、
歌
手
の

野
田
淳
子
さ
ん
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
で
す
。
資
料
代
１
０
０
０
円

６
月
30
日(

日)

奈
良
市
中
部
公

民
館
で
１
９
９
２
年
中
国
制
作
の

映
画
「
心
の
香
り
（
心
香
）
」
を

観
賞
し
て
来
ま
し
た
。
今
年
３
月

の
中
国
百
科
検
定
を
受
験
さ
れ
た

方(

サ
ー
ク
ル
酔
餃
子)

か
ら
お
誘

い
を
受
け
て
、
府
連
女
性
部
の
声

か
け
で
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
河
ド
ラ
マ
「
大
地
の
子
」

「
變
臉(

変
面)

こ
の
櫂
に
手
を
そ

え
て
」
の
名
優
朱
旭
（
チ
ュ
ウ
・

シ
ュ
イ
）
主
演
、
中
國
金
鶏
賞
・

最
優
秀
監
督
賞
、
撮
影
賞
、
録
音

賞
を
受
賞
し
た
作
品
で
す
。

北
京
か
ら
広
東
を
舞
台
に
10
歳

の
少
年
が
初
め
て
会
う
厳
格
な
祖

父
と
、
そ
の
お
じ
い
さ
ん
が
思
い

を
寄
せ
る
優
し
い
お
ば
あ
さ
ん
、

少
女
と
の
心
の
交
流
が
、
南
国
の

風
景
や
古
い
石
造
り
の
建
物
、
住

人
の
暮
ら
し
を
背
景
に
描
か
れ
て
、

広
東
地
方
の
情
景
も
楽
し
め
ま
し

た
。
（
京
劇
の
舞
の
映
像
の

美
し
さ
が
秀
逸
で
し
た
）

急
死
し
た
お
ば
あ
さ
ん
の
葬
式

費
用
を
稼
ぐ
た
め
に
少
年
は
街
頭

で
踊
る
。
少
年
の
歌
が
街
に
響
き

渡
る
。
そ
の
声
が
な
ん
と
も
美
し

い
。
そ
れ
を
聴
い
た
お
じ
い
さ
ん

の
感
動
が
そ
の
ま
ま
私
達
に
伝
わ

り
ま
す
。
と
て
も
良
い
作
品
で
し

た
。
大
阪
で
も
ぜ
ひ
優
れ
た
中
国

映
画
を
観
る
会
の
開
催
を
と
思
い

ま
し
た
。

（
平
澤
京
子
）

こ
の
３
年
で
大
き
く
変
化
し
た
暮
ら
し

中
国
最
新
報
告
④

福
建
省
厦
門
と
福
州
を
訪
ね
て

「
心
の
香
り
」
を
観
賞

奈
良
で
映
画
会

６
月
30
日
、
西
支
部
き
り
え
で

創
る
う
ち
わ
講
習
会
が
開
か
れ
、

10
名
が
近
藤
講
師
の
指
導
で
熱
心

に
型
紙
に
あ
わ
せ
て
カ
ッ
タ
ー
ナ

イ
フ
を
操
り
う
ち
わ
に
仕
上
げ
ま

し
た
。

大
雨
の
中
、

一
部
の
方
は
ず

ぶ
濡
れ
に
な
り

な
が
ら
、
ご
参

加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
本
当
に

ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。
参
加
さ

れ
た
方
は
全
員

が
素
晴
ら
し
い

作
品
を
創
り
ま

し
た
。

初
参
加
の
方
も
先
生
の
懇
切
丁

寧
な
指
導
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
カ
ッ

タ
ー
を
運
び
、
ご
満
悦
で
完
成
さ

せ
て
い
ま
し
た
。

日
本
は
中
国
で
何
を
し
た
か

ー
侵
略
と
加
害
を
考
え
る
ー

西
支
部

き
り
え
で
創
る
う
ち
わ
講
習
会

石
清
水
八
幡
宮
、

青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
体
育
館

定
員：

50
名
（
先
着
順
）

11
月
９
日
１
時
～
10
日
４
時

双
節
棍
（
そ
う
せ
つ
こ
ん
・
ヌ

ン
チ
ャ
ク
）
の
基
本
操
法
が
中
心

の
講
習
会
を
開
き
ま
す
。
本
来
の

武
術
は
健
康
に
役
立
ち
、
護
身
術

に
も
な
り
ま
す
。

今
回
初
め
て
武

術
と
し
て
も
、
健

康
法
と
し
て
も
役

立
つ
伝
統
的
正
し

い
ヌ
ン
チ
ャ
ク
の

操
法
を
紹
介
し
ま

す
。参

加
資
格
は
日

中
友
好
協
会
関
連

教
室
で
24

式
太
極

拳
が
で
き
る
人
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
。

双
節
棍
（
そ
う
せ
つ
こ
ん
）

ヌ
ン
チ
ャ
ク
は
２
本
の
長
さ
の

短
棒
を
ひ
も
で
繋
げ
た
労
働
用
短

道
具
で
、
有
名
な
割
に
は
武
術
と

し
て
の
使
用
法
を
正
し
く
伝
え
て

い
る
所
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
ブ

ル
ー
ス
・
リ
ー
が
演
じ
て
い
る
の

も
伝
統
的
操
法
で
は
な
く
、

た
だ
の
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ン

メ
ン
ト
で
す
。

沖
縄
に
は
中
国
語
が
な

ま
っ
た
（
農
竹
）
ヌ
ン
チ
ャ

ク
の
名
で
伝
わ
り
、
沖
縄

の
武
術
は
、
労
働
用
具
か

ら
の
改
良
品
が
多
い
と
言

わ
れ
、
小
さ
く
て
携
帯
に

も
便
利
な
道
具
で
す
。

西
支
部

ヌ
ン
チ
ャ
ク
基
本
操
法
講
習
会

８月５日（月）18:10（17:50開場)

吹田市立内本町コミュニティセンター

多目的ホール（2階・ＪＲ吹田駅下車700ｍ）

吹田支部主催講演会 資料代５００円

講師 大西 広 慶応大学経済学部教授

（講師プロフィール）

中国論、マルクス経済学の著書多数。

『中成長を模索する中国「新常態」への政治

と経済の揺らぎ』、日中友好協会副理事長

中国の国際的影響力が格段に大きくなる中、

習近平政権の内政にも外交にも関心が高まっ

ています。講師の大西教授は中国国内の経済

学者との交流が深いだけでなく、内政にも外

交にも非常に通じた方です。

中国の問題は何であって、何でないのか。

全面的に語っていただこうと考えています。

習近平政権と今後の国際関係

中国は何をめざしているか 講演会

残
留
孤
児
２
世
の
生
活
支
援
署
名
推
進
学
習
会


